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(57)【要約】
【課題】　比較的安価で、形状の自由度が高く、センサ
特性の調整が容易な静電容量型面状センサ、およびその
製造方法を提供する。
【解決手段】　静電容量型面状センサ１は、対向して配
置される一対の表側電極シート２０および裏側電極シー
ト３０を備える。表側電極シート２０は、帯状の導電エ
ラストマー部０１ＣＹと帯状の絶縁エラストマー部０１
ＩＹとが面方向に交互に配置されてなり、裏側電極シー
ト３０は、帯状の導電エラストマー部０１ＣＸと帯状の
絶縁エラストマー部０１ＩＸとが面方向に交互に配置さ
れてなる。表側電極シート２０の導電エラストマー部０
１ＣＹと、裏側電極シート３０の導電エラストマー部０
１ＣＸとが、表裏方向から見て、少なくとも空気層２０
０、３００を介して対向することにより検出部Ａ０１０
１が形成される。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向して配置される一対の表側電極シートおよび裏側電極シートを備え、
　該表側電極シートは、帯状の導電エラストマー部と帯状の絶縁エラストマー部とが面方
向に交互に配置されてなり、
　該裏側電極シートは、帯状の導電エラストマー部と帯状の絶縁エラストマー部とが面方
向に交互に配置されてなり、
　該表側電極シートの該導電エラストマー部と、該裏側電極シートの該導電エラストマー
部とが、表裏方向から見て、少なくとも空気層を介して対向することにより複数の検出部
が形成され、該検出部の静電容量の変化から面圧分布を検出可能な静電容量型面状センサ
。
【請求項２】
　前記表側電極シートおよび前記裏側電極シートの少なくとも一方において、前記導電エ
ラストマー部は、対向する該導電エラストマー部同士が離間する方向に、前記絶縁エラス
トマー部に対して突出して配置される請求項１に記載の静電容量型面状センサ。
【請求項３】
　前記表側電極シートの前記導電エラストマー部、および前記裏側電極シートの前記導電
エラストマー部の少なくとも一方の対向面には、絶縁層が配置される請求項１または請求
項２に記載の静電容量型面状センサ。
【請求項４】
　さらに、前記表側電極シートと前記裏側電極シートとの間に配置される絶縁シートを備
える請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の静電容量型面状センサ。
【請求項５】
　前記絶縁シートは、複数の前記検出部に対応する部位に空孔を有する請求項４に記載の
静電容量型面状センサ。
【請求項６】
　前記導電エラストマー部は、エラストマーおよび導電性フィラーを含む請求項１ないし
請求項５のいずれかに記載の静電容量型面状センサ。
【請求項７】
　前記表側電極シートの前記導電エラストマー部と、前記裏側電極シートの前記導電エラ
ストマー部とは、表裏方向から見て、略直交して配置される請求項１ないし請求項６のい
ずれかに記載の静電容量型面状センサ。
【請求項８】
　請求項１に記載の静電容量型面状センサの製造方法であって、
　前記表側電極シートおよび前記裏側電極シートを、各々、押出成形により作製する押出
成形工程と、
　作製された該表側電極シートと該裏側電極シートとを対向配置して、該表側電極シート
および該裏側電極シートを一体化する一体化工程と、
を有する静電容量型面状センサの製造方法。
【請求項９】
　前記押出成形工程の後に、作製された前記表側電極シートおよび前記裏側電極シートを
各々プレス成形して、該表側電極シートおよび該裏側電極シートを波板状に成形するプレ
ス成形工程を有する請求項８に記載の静電容量型面状センサの製造方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の静電容量型面状センサの製造方法であって、
　複数の帯状の導電エラストマー部材と、複数の帯状の絶縁エラストマー部材と、を押出
成形を利用して作製する部材作製工程と、
　作製された該導電エラストマー部材と該絶縁エラストマー部材とを面方向に交互に配置
して、プレス成形することにより、前記表側電極シートおよび前記裏側電極シートを作製
する電極シート作製工程と、
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　作製された該表側電極シートと該裏側電極シートとを対向配置して、該表側電極シート
および該裏側電極シートを一体化する一体化工程と、
を有する静電容量型面状センサの製造方法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の静電容量型面状センサの製造方法であって、
　前記静電容量型面状センサは、さらに絶縁シートを備え、
　複数の帯状の導電エラストマー部材と、複数の帯状の絶縁エラストマー部材と、を押出
成形を利用して作製する部材作製工程と、
　該絶縁シートの表裏両面に、作製された該導電エラストマー部材と該絶縁エラストマー
部材とを交互に配置して、プレス成形することにより、前記表側電極シートおよび前記裏
側電極シートを作製すると共に、該表側電極シート、該裏側電極シート、および該絶縁シ
ートを一体化する電極シート作製および一体化工程と、
を有する静電容量型面状センサの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、静電容量の変化から面圧分布を検出可能な静電容量型面状センサ、およびそ
の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１には、誘電層の表裏両面に電極を備える静電容量型面状センサが開
示されている。静電容量型面状センサに荷重が加わると、荷重が加わった部分に対応する
電極間の距離が変化する。これにより、電極間の静電容量が変化する。静電容量型面状セ
ンサは、当該静電容量の変化に基づいて、面圧分布を検出する。同文献記載の静電容量型
面状センサにおいて、誘電層は、エラストマー製である。また、電極は、エラストマーお
よび導電性フィラーを含む塗料から、印刷法により形成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－４３８８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　例えば、樹脂フィルム等の基材の表面に電極を印刷し、当該基材をエラストマー製の誘
電層の表裏両面に各々配置して、静電容量型面状センサを構成することができる。この場
合、基材や誘電層の材質上の制約から、センサ形状の自由度は小さい。つまり、曲面にセ
ンサを配置する場合等、配置する場所の形状に沿うように、センサ形状を設計することは
難しい。また、印刷法により電極を形成すると、製造コストが高くなるという問題もある
。
【０００５】
　ところで、一対の電極間に誘電層が配置される静電容量型センサの静電容量（キャパシ
タンス）は、次式（１）から算出される。
Ｃ＝ε０εｒＳ／ｄ　・・・（１）
［Ｃ：静電容量、ε０：真空中の誘電率、εｒ：誘電層の比誘電率、Ｓ：電極面積、ｄ：
電極間距離］
式（１）から明らかなように、誘電層の厚さ、すなわち電極間距離ｄが小さくなると、静
電容量は大きくなる。
【０００６】
　例えば、小さな荷重を精度良く検出するという観点から、誘電層に、スラブ成形された
軟質のウレタンフォームを用いる場合がある。しかし、当該ウレタンフォームの応力－歪
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み曲線は非線形であり、荷重に対する変位量が一定ではない。例えば、荷重がごく小さい
場合や、荷重がある値を超えて大きくなると、荷重に対する変位量が小さくなる。つまり
、厚さが変わりにくくなる。また、荷重を繰り返し加えるとへたりが生じ、変位が一定に
なりにくい。このような場合、検出精度が低下するおそれがある。また、加工上、ウレタ
ンフォームの薄さには限界がある。したがって、電極間距離を小さくしにくい。この点は
、初期の静電容量を大きくし、耐ノイズ性の向上を図るべく、静電容量型センサを薄膜化
したい場合に、問題となる。
【０００７】
　本発明は、このような実情に鑑みてなされたものであり、比較的安価で、形状の自由度
が高く、センサ特性の調整が容易な静電容量型面状センサ、およびその製造方法を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（１）上記課題を解決するため、本発明の静電容量型面状センサは、対向して配置され
る一対の表側電極シートおよび裏側電極シートを備え、該表側電極シートは、帯状の導電
エラストマー部と帯状の絶縁エラストマー部とが面方向に交互に配置されてなり、該裏側
電極シートは、帯状の導電エラストマー部と帯状の絶縁エラストマー部とが面方向に交互
に配置されてなり、該表側電極シートの該導電エラストマー部と、該裏側電極シートの該
導電エラストマー部とが、表裏方向から見て、少なくとも空気層を介して対向することに
より複数の検出部が形成され、該検出部の静電容量の変化から面圧分布を検出可能なこと
を特徴とする。
【０００９】
　表側電極シートおよび裏側電極シートは、いずれも、導電エラストマー部と、絶縁エラ
ストマー部と、からなる。ここで、導電エラストマー部は、電極としての役割を果たす。
表側電極シートおよび裏側電極シートは、いずれも、全体としてエラストマーを母材とす
る。よって、柔軟である。また、押出成形やプレス成形等により、容易に種々の形状に成
形することができる。
【００１０】
　本発明の静電容量型面状センサにおいては、表側電極シートの導電エラストマー部と、
裏側電極シートの導電エラストマー部とが、表裏方向から見て対向することにより、検出
部が形成される。検出部は、表裏両方の導電エラストマー部、および空気層を含んで形成
される。つまり、電極間に、エラストマー製の誘電層ではなく、空気層が介装される。こ
のように、本発明の静電容量型面状センサは、エラストマーを母材とする表裏二つの電極
シートを用いて構成される。したがって、センサ形状の自由度が大きい。また、電極を印
刷法により形成しないため、比較的低コストに、製造することができる。
【００１１】
　また、誘電層として、エラストマー部材を使用しない。このため、表側電極シートの導
電エラストマー部と、裏側電極シートの導電エラストマー部と、の間の距離（電極間距離
）を小さくしやすい。これにより、初期の静電容量を大きくすることができる。その結果
、耐ノイズ性が向上する。また、誘電層として、軟質のウレタンフォームを用いた場合に
おける、上述した検出精度の問題は解消される。
【００１２】
　さらに、表側電極シートの導電エラストマー部と、裏側電極シートの導電エラストマー
部と、の材質、形状、距離等を調整することにより、センサ特性を容易に調整することが
できる。本明細書において「帯状」とは、細長い形状を意味する。表裏各々の電極シート
において、導電エラストマー部および絶縁エラストマー部は、面一に配置されていても凹
凸状に配置されていてもよい。
【００１３】
　（２）好ましくは、上記（１）の構成において、前記表側電極シートおよび前記裏側電
極シートの少なくとも一方において、前記導電エラストマー部は、対向する該導電エラス
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トマー部同士が離間する方向に、前記絶縁エラストマー部に対して突出して配置される構
成とする方がよい。
【００１４】
　本構成によると、表裏少なくとも一方の電極シートにおいて、導電エラストマー部が、
絶縁エラストマー部に対して突出して配置される。これにより、対向する導電エラストマ
ー部間の距離は、大きくなる。したがって、荷重が加わることにより導電エラストマー部
が変形しても、対向する導電エラストマー部同士の接触を抑制することができる。また、
表裏両方の電極シートにおいて、導電エラストマー部を、絶縁エラストマー部に対して突
出して配置すると、対向する導電エラストマー部間の距離を、より大きくすることができ
る。
【００１５】
　（３）好ましくは、上記（１）または（２）の構成において、前記表側電極シートの前
記導電エラストマー部、および前記裏側電極シートの前記導電エラストマー部の少なくと
も一方の対向面には、絶縁層が配置される構成とする方がよい。
【００１６】
　本構成によると、例えば、対向する導電エラストマー部間の距離が小さい場合等、荷重
が加わった際に導電エラストマー部同士が接触しても、両者の導通を抑制することができ
る。絶縁層は、表裏両方またはいずれか一方の導電エラストマー部の対向面に、配置され
ていればよい。また、絶縁層は、導電エラストマー同士が表裏方向に対向する対向面だけ
でなく、表側電極シートの導電エラストマー部の裏面全体と、裏側電極シートの導電エラ
ストマー部の表面全体と、の両方またはいずれか一方に配置されてもよい。
【００１７】
　（４）好ましくは、上記（１）または（３）の構成において、さらに、前記表側電極シ
ートと前記裏側電極シートとの間に配置される絶縁シートを備える構成とする方がよい。
【００１８】
　本構成によると、上記（３）の構成と同様に、荷重が加わった際に導電エラストマー部
同士が接触しても、両者の導通を抑制することができる。本構成においては、検出部は、
表裏両方の導電エラストマー部、絶縁シート、および導電エラストマー部と絶縁シートと
により区画された表裏二つの空気層、を含んで形成される。
【００１９】
　（５）好ましくは、上記（４）の構成において、前記絶縁シートは、複数の前記検出部
に対応する部位に空孔を有する構成とする方がよい。
【００２０】
　表側電極シートと裏側電極シートとの間には、絶縁シートが配置される。しかし、本構
成によると、絶縁シートにおける検出部に対応する部位には、空孔が配置される。よって
、検出部において対向する導電エラストマー部間には、絶縁シートが介在しない。すなわ
ち、検出部は、表裏両方の導電エラストマー部、および空気層を含んで形成される。この
ため、対向する導電エラストマー部同士は、少なくとも絶縁シートの厚さ分だけ離間して
いる。したがって、荷重が加わることにより導電エラストマー部が変形しても、導電エラ
ストマー部同士の接触を抑制することができる。また、例えば上記（２）の構成のように
、導電エラストマー部を、絶縁エラストマー部に対して凸状に配置しなくても、導電エラ
ストマー部同士が接触しにくくなる。
【００２１】
　（６）好ましくは、上記（１）ないし（５）のいずれかの構成において、前記導電エラ
ストマー部は、エラストマーおよび導電性フィラーを含む構成とする方がよい。
【００２２】
　本構成によると、柔軟性を確保しつつ、所望の導電性を容易に実現することができる。
例えば、導電エラストマー部のエラストマーとしては、シリコーンゴム、エチレン－プロ
ピレン共重合ゴム、天然ゴム、スチレン－ブタジエン共重合ゴム、アクリロニトリル－ブ
タジエン共重合ゴム、アクリルゴム、エピクロロヒドリンゴム、クロロスルホン化ポリエ



(6) JP 2012-181084 A 2012.9.20

10

20

30

40

50

チレン、塩素化ポリエチレン、ウレタンゴム等のゴム、あるいはポリスチレン系（例えば
、スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー（ＳＢＳ）、スチレン－イソプレ
ン－スチレンブロックコポリマー（ＳＩＳ）、スチレン－ブチレン－スチレンブロックコ
ポリマーの水素添加物（ＳＥＢＳ））、ポリオレフィン系、ポリウレタン系、ポリエステ
ル系、ポリアミド系、ポリ塩化ビニル系、フッ素系の熱可塑性エラストマーから選ばれる
一種以上を用いることが望ましい。なお、導電エラストマー部のエラストマーと絶縁エラ
ストマー部のエラストマーとは、同じであっても異なっていてもよい。
【００２３】
　また、導電性フィラーとしては、炭素材料や金属等の微粒子を用いればよい。これらの
うち、一種を単独で、あるいは二種以上を混合して用いればよい。例えば、比較的安価で
、導電パスの形成が容易であるという理由から、炭素材料を用いることが望ましい。炭素
材料としては、カーボンブラックやグラファイト粉末から適宜選択すればよい。カーボン
ブラックとしては、ケッチェンブラック、アセチレンブラック、サーマルブラック、ファ
ーネスブラック、ランプブラック、チャンネルブラック等が挙げられる。なかでも、導電
性が高いという観点から、ケッチェンブラック、アセチレンブラックが好適である。グラ
ファイト粉末としては、リン片状黒鉛、塊状黒鉛、土状黒鉛等の天然黒鉛粉末や、人造黒
鉛粉末が挙げられる。なかでも、導電性が高いという観点から、リン片状黒鉛粉末が好適
である。
【００２４】
　（７）好ましくは、上記（１）ないし（６）のいずれかの構成において、前記表側電極
シートの前記導電エラストマー部と、前記裏側電極シートの前記導電エラストマー部とは
、表裏方向から見て、略直交して配置される構成とする方がよい。
【００２５】
　本構成によると、複数の検出部を、センサの全面に分散させやすい。このため、センサ
の全面に占める、面圧検出可能な部分の面積を、大きくすることができる。また、センサ
の全面において、検出部の配置がばらつくのを抑制することができる。
【００２６】
　（８）本発明の第一の静電容量型面状センサの製造方法は、上記（１）の構成の静電容
量型面状センサの製造方法の第一態様であり、前記表側電極シートおよび前記裏側電極シ
ートを、各々、押出成形により作製する押出成形工程と、作製された該表側電極シートと
該裏側電極シートとを対向配置して、該表側電極シートおよび該裏側電極シートを一体化
する一体化工程と、を有する。
【００２７】
　本発明の第一の製造方法によると、押出成形により、表側電極シートおよび裏側電極シ
ートを作製する。これにより、種々の形状の電極シートを、容易かつ低コストに作製する
ことができる。また、一体化工程においては、例えばプレス成形により、表側電極シート
および裏側電極シートを加硫接着や熱融着すればよい。また、両シートを、接着剤により
接着してもよい。
【００２８】
　また、静電容量型面状センサが、さらに絶縁シートを備える場合には、前記一体化工程
において、前記表側電極シートと前記裏側電極シートとを、該絶縁シートを介して対向配
置して、該表側電極シート、該裏側電極シート、および該絶縁シートを一体化すればよい
。
【００２９】
　また、導電エラストマー部に絶縁層を配置する場合には、作製された表側電極シートお
よび裏側電極シートの少なくとも一方の導電エラストマー部を、絶縁性の塗料やフィルム
でコーティングすればよい。
【００３０】
　（９）好ましくは、上記（８）の構成において、前記押出成形工程の後に、作製された
前記表側電極シートおよび前記裏側電極シートを各々プレス成形して、該表側電極シート
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および該裏側電極シートを波板状に成形するプレス成形工程を有する構成とする方がよい
。
【００３１】
　例えば、上記（２）の構成の静電容量型センサを製造する場合、絶縁エラストマー部に
対して導電エラストマー部を突出させて、表裏少なくとも一方の電極シートを作製する必
要がある。この場合、例えば押出成形により、導電エラストマー部からなる山部と、絶縁
エラストマー部からなる谷部と、が交互に配置された波板状の電極シートを作製すること
ができる。一方、本構成によると、押出成形工程では平板状のシートを作製しておき、そ
の後、プレス成形工程において、波板状に成形する。押出成形とプレス成形とを別工程に
することにより、電極シートにおける山部（導電エラストマー部）の形状、大きさ等の調
整を、容易に行うことができる。
【００３２】
　また、プレス成形工程と、一体化工程と、を同時に行ってもよい。すなわち、表側電極
シートと裏側電極シートとを積層させて、プレス成形により波板状に成形しながら、表側
電極シートと裏側電極シートとを、加硫接着等により一体化させてもよい。
【００３３】
　（１０）本発明の第二の静電容量型面状センサの製造方法は、上記（１）の構成の静電
容量型面状センサの製造方法の第二態様であり、複数の帯状の導電エラストマー部材と、
複数の帯状の絶縁エラストマー部材と、を押出成形を利用して作製する部材作製工程と、
作製された該導電エラストマー部材と該絶縁エラストマー部材とを面方向に交互に配置し
て、プレス成形することにより、前記表側電極シートおよび前記裏側電極シートを成形す
る電極シート作製工程と、作製された該表側電極シートと該裏側電極シートとを対向配置
して、該表側電極シートおよび該裏側電極シートを一体化する一体化工程と、を有する。
【００３４】
　本発明の第二の製造方法によると、まず、部材作製工程において、導電エラストマー部
材と絶縁エラストマー部材とを、押出成形を利用して作製する。押出成形を利用した、導
電エラストマー部材および絶縁エラストマー部材の作製方法としては、例えば次の二つの
方法が挙げられる。
【００３５】
　一つは、まず、押出成形により、導電エラストマーシート、絶縁エラストマーシートを
各々作製する。次に、各々のエラストマーシートを切断して、帯状の導電エラストマー部
材、および帯状の絶縁エラストマー部材を作製する。もう一つは、帯状の導電エラストマ
ー部材、および帯状の絶縁エラストマー部材を、押出成形だけで作製する。作製された導
電エラストマー部材は、次の電極シート作製工程において、表裏各々の電極シートの導電
エラストマー部になる。同様に、作製された絶縁エラストマー部材は、次の電極シート作
製工程において、表裏各々の電極シートの絶縁エラストマー部になる。いずれの方法の場
合でも、押出成形およびプレス成形により、表側電極シートおよび裏側電極シートを、容
易かつ低コストに作製することができる。
【００３６】
　ここで、導電エラストマー部に絶縁層を配置する場合には、作製された表側電極シート
および裏側電極シートの少なくとも一方の導電エラストマー部を、絶縁性の塗料やフィル
ムでコーティングすればよい。また、絶縁層の形成は、部材作製工程において、作製され
た導電エラストマー部材に対して行ってもよい。
【００３７】
　一体化工程においては、例えばプレス成形により、表側電極シートおよび裏側電極シー
トを加硫接着や熱融着すればよい。また、両シートを、接着剤により接着してもよい。な
お、静電容量型面状センサが、さらに絶縁シートを備える場合には、前記一体化工程にお
いて、前記表側電極シートと前記裏側電極シートとを、該絶縁シートを介して対向配置し
て、該表側電極シート、該裏側電極シート、および該絶縁シートを一体化すればよい。
【００３８】
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　（１１）本発明の第三の静電容量型面状センサの製造方法は、上記（１）の構成の静電
容量型面状センサの製造方法の第三態様であり、前記静電容量型面状センサは、さらに絶
縁シートを備え、複数の帯状の導電エラストマー部材と、複数の帯状の絶縁エラストマー
部材と、を押出成形を利用して作製する部材作製工程と、該絶縁シートの表裏両面に、作
製された該導電エラストマー部材と該絶縁エラストマー部材とを交互に配置して、プレス
成形することにより、前記表側電極シートおよび前記裏側電極シートを作製すると共に、
該表側電極シート、該裏側電極シート、および該絶縁シートを一体化する電極シート作製
および一体化工程と、を有する。
【００３９】
　本発明の第三の製造方法における部材作製工程は、上記（１０）の本発明の第二の製造
方法における部材作製工程と、同じである。また、本発明の第三の製造方法によると、電
極シート作製および一体化工程において、電極シートの作製と一体化とを同時に行う。こ
れにより、製造工程の削減およびコスト削減を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】第一実施形態の静電容量型面状センサの上面透過図である。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ断面図である。
【図３】同静電容量型面状センサの斜視図である。
【図４】同静電容量型面状センサの斜視分解図である。
【図５】第二実施形態の静電容量型面状センサの断面図である。
【図６】同静電容量型面状センサの斜視分解図である。
【図７】第三実施形態の静電容量型面状センサの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　次に、本発明の静電容量型面状センサ、およびその製造方法の実施の形態について説明
する。
【００４２】
　＜第一実施形態＞
　［静電容量型面状センサの構成］
　まず、本実施形態の静電容量型面状センサの構成について説明する。図１に、本実施形
態の静電容量型面状センサの上面透過図を示す。図２に、図１のＩＩ－ＩＩ断面図を示す
。図３に、同静電容量型面状センサの斜視図を示す。図４に、同静電容量型面状センサの
斜視分解図を示す。図１においては、検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６にハッチングを施し
て示す。検出部の符号「Ａ○○△△」中、上二桁の「○○」は、裏側導電部０１ＣＸ～０
６ＣＸに対応している。下二桁の「△△」は、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹに対応して
いる。図３、図４においては、配線０１ｘ～０６ｘ、０１ｙ～０６ｙを透過して示す。図
１～図４に示すように、本実施形態の静電容量型面状センサ１は、表側電極シート２０と
、裏側電極シート３０と、絶縁シート４０と、検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６と、表側配
線体２１と、裏側配線体３１と、を備えている。
【００４３】
　表側電極シート２０は、矩形波板状を呈している。表側電極シート２０は、六本の表側
導電部０１ＣＹ～０６ＣＹと、七本の表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹと、を有している。
表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹは、各々、アクリルゴムと、カーボンブラックと、を含ん
でいる。表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹは、各々、帯状を呈している。また、表側導電部
０１ＣＹ～０６ＣＹは、表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹに対して上方に突出して配置され
ている。すなわち、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹは、断面台形状の中空突条を呈してい
る。表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹは、各々、Ｙ方向（前後方向）に延在している。表側
導電部０１ＣＹ～０６ＣＹは、Ｘ方向（左右方向）に、表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹの
各々を介して、互いに略平行になるように、配置されている。表側導電部０１ＣＹ～０６
ＣＹは、本発明における導電エラストマー部に含まれる。
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【００４４】
　表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹは、アクリルゴム製である。表側絶縁部０１ＩＹ～０７
ＩＹは、各々、帯状を呈している。表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹは、各々、Ｙ方向に延
在している。表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹは、Ｘ方向に、表側導電部０１ＣＹ～０６Ｃ
Ｙの各々を介して、互いに略平行になるように、配置されている。左右両端に配置されて
いる表側絶縁部０１ＩＹ、０７ＩＹの幅（左右方向長さ）は、他の表側絶縁部０２ＩＹ～
０６ＩＹの幅よりも小さい。表側絶縁部０１ＩＹ～０６ＩＹは、本発明における絶縁エラ
ストマー部に含まれる。表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹおよび表側絶縁部０１ＩＹ～０７
ＩＹは、左方から０１ＩＹ－０１ＣＹ－０２ＩＹ－０２ＣＹ－（中略）－０５ＣＹ－０６
ＩＹ－０６ＣＹ－０７ＩＹの順に、交互に配置されている。
【００４５】
　裏側電極シート３０は、矩形波板状を呈している。裏側電極シート３０は、表側電極シ
ート２０の下方に配置されている。裏側電極シート３０は、六本の裏側導電部０１ＣＸ～
０６ＣＸと、七本の裏側絶縁部０１ＩＸ～０７ＩＸと、を有している。裏側導電部０１Ｃ
Ｘ～０６ＣＸ、および裏側絶縁部０１ＩＸ～０７ＩＸの材質、形状、並び方は、上述した
表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹ、および七本の表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹと、同じで
ある。ここで、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸは、裏側絶縁部０１ＩＸ～０７ＩＸに対し
て下方に突出して配置されている。よって、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸは、表側導電
部０１ＣＹ～０６ＣＹと上下対称の断面台形状の中空突条を呈している。裏側電極シート
３０は、表側電極シート２０に対して、水平面内において、時計回りに略９０°回転して
配置されている。このため、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹと裏側導電部０１ＣＸ～０６
ＣＸとは、略直交している。すなわち、裏側電極シート３０において、裏側導電部０１Ｃ
Ｘ～０６ＣＸおよび裏側絶縁部０１ＩＸ～０７ＩＸは、前方から０１ＩＸ－０１ＣＸ－０
２ＩＸ－０２ＣＸ－（中略）－０５ＣＸ－０６ＩＸ－０６ＣＸ－０７ＩＸの順に、交互に
配置されている。裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸは、本発明における導電エラストマー部
に、裏側絶縁部０１ＩＸ～０６ＩＸは、本発明における絶縁エラストマー部に、各々含ま
れる。
【００４６】
　絶縁シート４０は、表側電極シート２０、裏側電極シート３０と略同じ大きさの矩形平
板状を呈している。絶縁シート４０は、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）製のフィ
ルムである。絶縁シート４０は、表側電極シート２０と裏側電極シート３０との間に、介
装されている。表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹと、絶縁シート４０と、の間には、各々、
表側空気層２００が区画されている。同様に、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸと、絶縁シ
ート４０と、の間には、各々、裏側空気層３００が区画されている。表側空気層２００お
よび裏側空気層３００は、本発明における空気層に含まれる。
【００４７】
　検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６は、図１にハッチングで示すように、表側導電部０１Ｃ
Ｙ～０６ＣＹと、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸと、が上下方向に交差する部分（重複す
る部分）に配置されている。検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６は、合計３６個（＝６個×６
個）配置されている。検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６は、表側電極シート２０および裏側
電極シート３０の略全面において、略等間隔に配置されている。検出部Ａ０１０１～Ａ０
６０６は、各々、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹの一部と、表側空気層２００と、絶縁シ
ート４０の一部と、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸの一部と、裏側空気層３００と、を備
えている。
【００４８】
　表側配線体２１は、フレキシブルフラットケーブル（ＦＦＣ）であり、左右方向に延び
る帯状を呈している。表側配線体２１の右端は、表側コネクタ（図略）に接続されている
。表側配線体２１は、絶縁基材２１０と配線０１ｙ～０６ｙとを有している。絶縁基材２
１０は、上下方向に積層された二枚のポリエステル製フィルムからなる。配線０１ｙ～０
６ｙは、絶縁基材２１０を構成する二枚のフィルムの間に、介装されている。配線０１ｙ
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～０６ｙは、各々、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹの前端部と、表側コネクタと、を接続
している。
【００４９】
　裏側配線体３１は、ＦＦＣであり、前後方向に延びる帯状を呈している。裏側配線体３
１の前端は、裏側コネクタ（図略）に接続されている。裏側配線体３１は、絶縁基材３１
０と配線０１ｘ～０６ｘとを有している。絶縁基材３１０は、上下方向に積層された二枚
のポリエステル製フィルムからなる。配線０１ｘ～０６ｘは、絶縁基材３１０を構成する
二枚のフィルムの間に、介装されている。配線０１ｘ～０６ｘは、各々、裏側導電部０１
ＣＸ～０６ＣＸの左端部と、裏側コネクタと、を接続している。
【００５０】
　［静電容量型面状センサの製造方法］
　次に、本実施形態の静電容量型面状センサ１の製造方法について説明する。本実施形態
の静電容量型面状センサ１の製造方法は、押出成形工程と、プレス成形工程と、一体化工
程と、配線体接続工程と、を有している。
【００５１】
　押出成形工程においては、平板状の表側電極シートおよび裏側電極シートを、各々、押
出成形により作製する。すなわち、作製された表側電極シートにおいては、帯状の表側導
電部と帯状の表側絶縁部とが、交互に面一に配置されている。裏側電極シートにおいても
、同様に、帯状の裏側導電部と帯状の裏側絶縁部とが、交互に面一に配置されている。
【００５２】
　プレス成形工程においては、作製した表側電極シートおよび裏側電極シートを各々プレ
ス成形する。すなわち、表側電極シートおよび裏側電極シートを、導電エラストマー部か
らなる山部と、絶縁エラストマー部からなる谷部と、が交互に配置された波板状に成形す
る。これにより、表側電極シート２０および裏側電極シート３０を作製する。
【００５３】
　一体化工程においては、まず、作製した表側電極シート２０と裏側電極シート３０とを
、絶縁シート４０を挟んで積層する。この際、裏側電極シート３０を、表側電極シート２
０に対して、水平面内において、時計回りに略９０°回転して配置する。次に、表側電極
シート２０／絶縁シート４０／裏側電極シート３０からなる積層体をプレス成形すること
により、表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹの下面と絶縁シート４０の上面、裏側絶縁部０１
ＩＸ～０７ＩＸの上面と絶縁シート４０の下面、を加硫接着する。これにより、表側電極
シート２０、絶縁シート４０、および裏側電極シート３０を一体化する。
【００５４】
　配線体接続工程においては、導電性接着剤を用いて、表側電極シート２０と表側配線体
２１とを接着する。すなわち、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹの前端部と、配線０１ｙ～
０６ｙに対応する表側配線体２１の接続端部と、を各々導通可能に接着する。同様に、導
電性接着剤を用いて、裏側電極シート３０と裏側配線体３１とを接着する。すなわち、裏
側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸの左端部と、配線０１ｘ～０６ｘに対応する裏側配線体３１
の接続端部と、を各々導通可能に接着する。このようにして、本実施形態の静電容量型面
状センサ１は、製造される。
【００５５】
　［静電容量型面状センサの動き］
　次に、本実施形態の静電容量型面状センサ１の動きについて説明する。まず、静電容量
型面状センサ１に荷重が加わる前（初期状態）に、検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６ごとに
、静電容量Ｃを算出する。すなわち、検出部Ａ０１０１から検出部Ａ０６０６までを、あ
たかも走査するように、静電容量Ｃを算出する。続いて、静電容量型面状センサ１に荷重
が加わった後に、検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６ごとに、静電容量Ｃを算出する。荷重が
加わった部分の検出部においては、表側導電部と裏側導電部との距離が小さくなる。これ
により、当該検出部の静電容量Ｃは、大きくなる。この静電容量Ｃの変化量ΔＣから、検
出部Ａ０１０１～Ａ０６０６ごとの面圧が算出される。
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【００５６】
　［作用効果］
　次に、本実施形態の静電容量型面状センサ１、およびその製造方法の作用効果について
説明する。本実施形態の静電容量型面状センサ１によると、表側電極シート２０および裏
側電極シート３０は、全体としてエラストマーを母材とする。よって、柔軟である。また
、押出成形やプレス成形等により、所望の形状に容易に成形することができる。また、静
電容量型面状センサ１は、表裏二つの電極シート２０、３０と絶縁シート４０とから構成
される。このため、センサ形状の自由度が大きい。さらに、電極を印刷法により形成しな
いため、比較的低コストに、製造することができる。
【００５７】
　検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６は、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹの一部、表側空気層
２００、絶縁シート４０の一部、裏側空気層３００、および裏側導電部０１ＣＸ～０６Ｃ
Ｘの一部からなる。つまり、誘電層として、エラストマー部材を使用しない。よって、表
側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹと、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸと、の間の距離（電極間
距離）を小さくすることができる。これにより、初期の静電容量を大きくすることができ
、耐ノイズ性が向上する。また、誘電層として、軟質のウレタンフォームを用いた場合と
比較して、検出精度を向上させることができる。さらに、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹ
と裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸとの材質、形状、距離等を調整することにより、センサ
特性を容易に調整することができる。
【００５８】
　表側電極シート２０と裏側電極シート３０との間には、絶縁シート４０が介装される。
また、表側電極シート２０においては、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹが、表側絶縁部０
１ＩＹ～０６ＩＹに対して、上方に突出して配置される。裏側電極シート３０においては
、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸが、裏側絶縁部０１ＩＸ～０６ＩＸに対して、下方に突
出して配置される。したがって、荷重が加わり、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹ、裏側導
電部０１ＣＸ～０６ＣＸが変形しても、各々が接触するおそれはない。
【００５９】
　表側電極シート２０において、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹ、表側絶縁部０１ＩＹ～
０６ＩＹはいずれもアクリルゴムを含む。つまり、両者の母材のエラストマーは、同じで
ある。これにより、隣接する表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹ、表側絶縁部０１ＩＹ～０６
ＩＹ同士の密着性は高い。裏側電極シート３０についても、同様である。また、表側導電
部０１ＣＹ～０６ＣＹ、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸは、導電性フィラーとして、カー
ボンブラックを含む。カーボンブラックは、比較的安価で導電性に優れる。このため、比
較的少量で、高い導電性を実現することができる。よって、表側導電部０１ＣＹ～０６Ｃ
Ｙ、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸの柔軟性を阻害しにくい。
【００６０】
　表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹは、センサの全面に亘って、Ｘ方向に、略等間隔に配置
されている。同様に、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸは、センサの全面に亘って、Ｙ方向
に、略等間隔に配置されている。また、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹと裏側導電部０１
ＣＸ～０６ＣＸとは、上下方向から見て、略直交して配置されている。このため、検出部
Ａ０１０１～Ａ０６０６を、センサの全面に分散させやすい。つまり、センサの全面に占
める、面圧検出可能な部分の面積を、大きくすることができる。また、センサの全面にお
いて、検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６の配置がばらつくのを抑制することができる。
【００６１】
　本実施形態の製造方法によると、静電容量型面状センサ１を容易に製造することができ
る。すなわち、まず、押出成形およびプレス成形により、表側電極シート２０および裏側
電極シート３０を、容易かつ低コストに作製することができる。次に、表側電極シート２
０、裏側電極シート３０、および絶縁シート４０を加硫接着させることにより、これらを
容易に一体化することができる。なお、表側電極シート２０および裏側電極シート３０を
作製する際、押出成形とプレス成形とを別工程にすることにより、表側電極シート２０、
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裏側電極シート３０の形状等の調整を、容易に行うことができる。
【００６２】
　＜第二実施形態＞
　本実施形態の静電容量型面状センサと、第一実施形態の静電容量型面状センサと、の主
な相違点は、表側電極シートおよび裏側電極シートが平板状を呈している点、絶縁シート
が空孔を有している点である。したがって、ここでは相違点についてのみ説明する。
【００６３】
　［静電容量型面状センサの構成］
　まず、本実施形態の静電容量型面状センサの構成について説明する。図５に、本実施形
態の静電容量型面状センサの断面図を示す（前出図１のＩＩ－ＩＩ断面に相当する）。図
２と対応する部位については、同じ符合で示す。図６に同静電容量型面状センサの斜視分
解図を示す。図４と対応する部位については、同じ符合で示す。
【００６４】
　図５、図６に示すように、表側電極シート２０は、矩形平板状を呈している。表側電極
シート２０は、六本の表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹと、七本の表側絶縁部０１ＩＹ～０
７ＩＹと、を有している。表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹは、各々、帯状を呈している。
表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹは、各々、Ｙ方向（前後方向）に延在している。表側導電
部０１ＣＹ～０６ＣＹは、Ｘ方向（左右方向）に、表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹの各々
を介して、互いに略平行になるように、配置されている。表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹ
は、各々、帯状を呈している。表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹは、各々、Ｙ方向に延在し
ている。表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹは、Ｘ方向に、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹの
各々を介して、互いに略平行になるように、配置されている。表側導電部０１ＣＹ～０６
ＣＹおよび表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹは、面一に配置されている。
【００６５】
　表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹおよび表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹは、左方から０１
ＩＹ－０１ＣＹ－０２ＩＹ－０２ＣＹ－（中略）－０５ＣＹ－０６ＩＹ－０６ＣＹ－０７
ＩＹの順に、交互に配置されている。表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹの幅（左右方向長さ
）は、表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹの幅よりも大きい。左右両端に配置されている表側
絶縁部０１ＩＹ、０７ＩＹの幅は、他の表側絶縁部０２ＩＹ～０６ＩＹの幅よりも小さい
。
【００６６】
　裏側電極シート３０は、矩形平板状を呈している。裏側電極シート３０は、六本の裏側
導電部０１ＣＸ～０６ＣＸと、七本の裏側絶縁部０１ＩＸ～０７ＩＸと、を有している。
裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸ、および裏側絶縁部０１ＩＸ～０７ＩＸの材質、形状、並
び方は、上述した表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹ、および七本の表側絶縁部０１ＩＹ～０
７ＩＹと、同じである。裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸおよび裏側絶縁部０１ＩＸ～０７
ＩＸは、面一に配置されている。裏側電極シート３０は、表側電極シート２０に対して、
水平面内において、時計回りに略９０°回転して配置されている。このため、表側導電部
０１ＣＹ～０６ＣＹと裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸとは、略直交している。すなわち、
裏側電極シート３０において、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸおよび裏側絶縁部０１ＩＸ
～０７ＩＸは、前方から０１ＩＸ－０１ＣＸ－０２ＩＸ－０２ＣＸ－（中略）－０５ＣＸ
－０６ＩＸ－０６ＣＸ－０７ＩＸの順に、交互に配置されている。
【００６７】
　絶縁シート４１は、表側電極シート２０、裏側電極シート３０と略同じ大きさの矩形状
を呈している。絶縁シート４１は、ＰＥＴ製のフィルムである。絶縁シート４１は、表側
電極シート２０と裏側電極シート３０との間に、介装されている。絶縁シート４１は、複
数の空孔４１０を有する。複数の空孔４１０は、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹと、裏側
導電部０１ＣＸ～０６ＣＸと、が上下方向に交差する部分（重複する部分）に対応する部
位に配置されている。すなわち、複数の空孔４１０は、検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６（
前出図１にハッチングで示す）に対応する部位に、合計３６個配置されている。空孔４１
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０は、各々、検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６と略同じ大きさの正方形状を呈している。空
孔４１０ごとに、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹの下面と、裏側導電部０１ＣＸ～０６Ｃ
Ｘの上面と、により、空気層４１１が区画されている。すなわち、検出部Ａ０１０１～Ａ
０６０６は、各々、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹの一部と、空気層４１１と、裏側導電
部０１ＣＸ～０６ＣＸの一部と、を備えている。
【００６８】
　［静電容量型面状センサの製造方法］
　次に、本実施形態の静電容量型面状センサ１の製造方法について説明する。本実施形態
の静電容量型面状センサ１の製造方法は、部材作製工程と、電極シート作製工程と、一体
化工程と、配線体接続工程と、を有している。
【００６９】
　部材作製工程においては、複数の帯状の導電エラストマー部材と、複数の帯状の絶縁エ
ラストマー部材と、を押出成形を利用して作製する。具体的には、まず、導電エラストマ
ーからなる導電シートと、絶縁エラストマーからなる絶縁シートと、を押出成形により作
製する。次に、得られた導電シートを帯状に切断して、複数の導電エラストマー部材を作
製する。同様に、得られた絶縁シートを帯状に切断して、複数の絶縁エラストマー部材を
作製する。
【００７０】
　電極シート作製工程においては、作製された導電エラストマー部材六本と絶縁エラスト
マー部材七本とを、交互に面一に配置して、プレス成形する。こうすることにより、表側
電極シート２０と裏側電極シート３０とを各々作製する。
【００７１】
　一体化工程においては、まず、作製された表側電極シート２０と裏側電極シート３０と
を、絶縁シート４１を挟んで積層する。この際、裏側電極シート３０を、表側電極シート
２０に対して、水平面内において、時計回りに略９０°回転して配置する。次に、表側電
極シート２０、絶縁シート４１、および裏側電極シート３０の周縁部を、接着剤により接
着する。これにより、表側電極シート２０、絶縁シート４１、および裏側電極シート３０
が一体化される。
【００７２】
　配線体接続工程においては、導電性接着剤を用いて、表側電極シート２０と表側配線体
２１とを接着する。これにより、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹと、配線０１ｙ～０６ｙ
と、が各々導通可能に接着される。同様に、導電性接着剤を用いて、裏側電極シート３０
と裏側配線体３１とを接着する。これにより、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸと、配線０
１ｘ～０６ｘと、が各々導通可能に接着される。このようにして、本実施形態の静電容量
型面状センサ１は、製造される。
【００７３】
　［作用効果］
　本実施形態の静電容量型面状センサ１およびその製造方法は、構成が共通する部分に関
しては、第一実施形態の静電容量型面状センサおよびその製造方法と同様の作用効果を有
する。また、本実施形態の静電容量型面状センサ１によると、表側電極シート２０と裏側
電極シート３０との間には、絶縁シート４１が配置されている。ここで、絶縁シート４１
における検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６に対応する部位には、空孔４１０が配置されてい
る。よって、検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６において対向する表側導電部０１ＣＹ～０６
ＣＹと裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸとの間には、絶縁シート４１は介在しない。このた
め、対向する表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹと裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸとは、各々
、絶縁シート４１の厚さ分だけ離間している。したがって、荷重が加わることにより、表
側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹ、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸが変形しても、各々の接触
を抑制することができる。
【００７４】
　また、本実施形態の製造方法によると、押出成形およびプレス成形により、表側電極シ



(14) JP 2012-181084 A 2012.9.20

10

20

30

40

50

ート２０および裏側電極シート３０を、容易かつ低コストに作製することができる。そし
て、作製された表側電極シート２０、裏側電極シート３０、および絶縁シート４１を接着
させることにより、これらを容易に一体化することができる。
【００７５】
　＜第三実施形態＞
　本実施形態の静電容量型面状センサと、第一実施形態の静電容量型面状センサと、の主
な相違点は、絶縁シートを備えていない代わりに、絶縁層が配置されている点である。し
たがって、ここでは相違点についてのみ説明する。
【００７６】
　［静電容量型面状センサの構成］
　まず、本実施形態の静電容量型面状センサの構成について説明する。図７に、本実施形
態の静電容量型面状センサの断面図を示す（前出図１のＩＩ－ＩＩ断面に相当する）。図
２と対応する部位については、同じ符合で示す。
【００７７】
　図７に示すように、本実施形態の静電容量型面状センサ１は、表側電極シート２０と、
裏側電極シート３０と、検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６と、表側配線体２１と、裏側配線
体３１と、を備えている（前出図１も参照）。表側電極シート２０は、六本の表側導電部
０１ＣＹ～０６ＣＹと、七本の表側絶縁部０１ＩＹ～０７ＩＹと、を有している。表側導
電部０１ＣＹ～０６ＣＹの下面（裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸに対する対向面）には、
各々、表側絶縁層４２が配置されている。表側絶縁層４２は、熱可塑性ウレタンエラスト
マー（日本ポリウレタン工業（株）製「ニッポラン（登録商標）５１２０」）からなる。
裏側電極シート３０は、六本の裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸと、七本の裏側絶縁部０１
ＩＸ～０７ＩＸと、を有している。裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸの上面（表側導電部０
１ＣＹ～０６ＣＹに対する対向面）には、各々、裏側絶縁層４３が配置されている。裏側
絶縁層４３は、表側絶縁層４２と同様の熱可塑性ウレタンエラストマーからなる。表側絶
縁層４２および裏側絶縁層４３は、本発明の絶縁層に含まれる。表側導電部０１ＣＹ～０
１ＣＹの表側絶縁層４２と、裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸの裏側絶縁層４３と、の間に
は、各々、空気層４４が区画されている。検出部Ａ０１０１～Ａ０６０６は、各々、表側
導電部０１ＣＹ～０６ＣＹの一部と、表側絶縁層４２の一部と、空気層４４と、裏側導電
部０１ＣＸ～０６ＣＸの一部と、裏側絶縁層４３の一部と、を備えている。
【００７８】
　［静電容量型面状センサの製造方法］
　次に、本実施形態の静電容量型面状センサ１の製造方法について説明する。本実施形態
の静電容量型面状センサ１の製造方法は、押出成形工程と、絶縁層形成工程と、プレス成
形工程と、一体化工程と、配線体接続工程と、を有している。
【００７９】
　押出成形工程、プレス成形工程、および配線体接続工程については、上記第一実施形態
と同じである。また、絶縁層形成工程においては、作製された表側電極シートにおける表
側導電部の下面、および裏側電極シートにおける裏側導電部の上面に、各々、表側絶縁層
４２、裏側絶縁層４３を形成する。表側絶縁層４２、裏側絶縁層４３は、熱可塑性ウレタ
ンエラストマーを溶剤に溶解した塗料を、スプレーで塗布し、乾燥させて形成する。
【００８０】
　また、一体工程においては、まず、作製した表側電極シート２０と、裏側電極シート３
０と、を積層する。この際、裏側電極シート３０を、表側電極シート２０に対して、水平
面内において、時計回りに略９０°回転して配置する。次に、表側電極シート２０および
裏側電極シート３０からなる積層体をプレス成形することにより、表側絶縁部０１ＩＹ～
０７ＩＹの下面と裏側絶縁部０１ＩＸ～０７ＩＸの上面とを、加硫接着する。これにより
、表側電極シート２０および裏側電極シート３０を一体化する。このようにして、本実施
形態の静電容量型面状センサ１は、製造される。
【００８１】
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　［作用効果］
　本実施形態の静電容量型面状センサ１およびその製造方法は、構成が共通する部分に関
しては、第一実施形態の静電容量型面状センサおよびその製造方法と同様の作用効果を有
する。また、本実施形態の静電容量型面状センサ１によると、絶縁シートを介装しなくて
も、表側導電部０１ＣＹ～０６ＣＹと裏側導電部０１ＣＸ～０６ＣＸとの導通を、抑制す
ることができる。よって、第一実施形態と比較して、静電容量型面状センサ１の厚さを、
絶縁シートの分だけ薄くすることができる。
【００８２】
　＜その他＞
　以上、本発明の静電容量型面状センサ、およびその製造方法の実施の形態について説明
した。しかしながら、実施の形態は上記形態に限定されるものではない。当業者が行いう
る種々の変形的形態、改良的形態で実施することも可能である。
【００８３】
　例えば、表側電極シートおよび裏側電極シートの形状、大きさ、厚さ等は、特に限定さ
れない。例えば、表側電極シートおよび裏側電極シートを筒状に作製してもよい。こうす
ることにより、本発明の静電容量型面状センサを、円柱状、角柱状等の部材の表面を覆う
ように配置することができる。また、表裏各々の電極シートにおける帯状の導電エラスト
マー部および帯状の絶縁エラストマー部の数、形状、幅、間隔等についても、特に限定さ
れない。例えば、隣接する導電エラストマー部同士の間隔は、同じでなくてもよい。導電
エラストマー部、絶縁エラストマー部の幅は、延在方向において途中で変わっていてもよ
い。また、第一、第三実施形態のように、中空突条の導電エラストマー部（表側導電部、
裏側導電部）を配置する場合、突条の大きさ、形状等は特に限定されない。例えば、突条
の断面が、長方形や正方形を呈していてもよい。
【００８４】
　上記実施形態では、表裏両方の電極シートにおいて、導電エラストマー部（表側導電部
、裏側導電部）を、絶縁エラストマー部（表側絶縁部、裏側絶縁部）に対して、上方また
は下方に突出させた。しかし、表裏いずれか一方の電極シートの導電エラストマー部のみ
を、絶縁エラストマー部に対して突出させてもよい。この場合、静電容量型面状センサの
厚さを、薄くすることができる。
【００８５】
　検出部の数、配置等も、特に限定されない。検出部は、対向する導電エラストマー部間
に形成される。よって、検出部は、表裏各々の導電エラストマー部の交差部分に、適宜配
置される。
【００８６】
　導電エラストマー部、絶縁エラストマー部を構成するエラストマーは、特に限定されな
い。上記実施形態のアクリルゴムの他、シリコーンゴム、エチレン－プロピレン共重合ゴ
ム、天然ゴム、スチレン－ブタジエン共重合ゴム、アクリロニトリル－ブタジエン共重合
ゴム、エピクロロヒドリンゴム、クロロスルホン化ポリエチレン、塩素化ポリエチレン、
ウレタンゴム等のゴム、あるいはポリスチレン系（例えば、スチレン－ブタジエン－スチ
レンブロックコポリマー（ＳＢＳ）、スチレン－イソプレン－スチレンブロックコポリマ
ー（ＳＩＳ）、スチレン－ブチレン－スチレンブロックコポリマーの水素添加物（ＳＥＢ
Ｓ））、ポリオレフィン系、ポリウレタン系、ポリエステル系、ポリアミド系、ポリ塩化
ビニル系、フッ素系の熱可塑性エラストマーを用いてもよい。導電エラストマー部のエラ
ストマーと絶縁エラストマー部のエラストマーとは、同じであっても異なっていてもよい
。また、導電エラストマー部を構成する導電性フィラーは、特に限定されない。上記実施
形態のカーボンブラックの他、グラファイト粉末や金属粉末を用いてもよい。
【００８７】
　第一、第二実施形態では、表側電極シートと裏側電極シートとの間に、絶縁シートを介
装した。絶縁シートとしては、上記実施形態のＰＥＴ製フィルムの他、ポリイミド、ポリ
エチレン、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）等からなる屈曲性を有する樹脂フィルム
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も必要ではない。すなわち、第三実施形態のように、表側電極シートと裏側電極シートと
を絶縁シートを介在させずに対向させて、本発明の静電容量型面状センサを構成してもよ
い。また、第三実施形態では、表裏両方の導電エラストマー部（表側導電部、裏側導電部
）の対向面に、各々、絶縁層を配置した。しかし、絶縁層は、表裏いずれか一方の対向面
だけに配置してもよい。
【００８８】
　表側電極シートおよび裏側電極シートの作製方法は、上記実施形態に限定されない。例
えば、第一実施形態では、押出成形により、平板状の表側電極シートおよび裏側電極シー
トを作製した後、プレス成形により、各々を波板状に成形した。しかし、押出成形だけで
、波板状の表側電極シートおよび裏側電極シートを作製してもよい。また、表裏各々の電
極シートを波板状にするためのプレス成形と、両電極シートの一体化と、を同時に行って
もよい。この場合、例えば、表側電極シートと裏側電極シートとを積層させて、プレス成
形により波板状に成形しながら、両電極シートを加硫接着すればよい。
【００８９】
　また、第二実施形態では、押出成形された導電シート、絶縁シートを各々切断して、導
電エラストマー部材、絶縁エラストマー部材を作製した。しかし、押出成形だけで、帯状
の導電エラストマー部材および絶縁エラストマー部材を作製してもよい。また、表裏各々
の電極シートを作製するためのプレス成形と、両電極シートの一体化と、を同時に行って
もよい。この場合、例えば、絶縁シートの表裏両面に、作製された導電エラストマー部材
と絶縁エラストマー部材とを交互に配置して、プレス成形により表側電極シートおよび裏
側電極シートを作製しながら、表側電極シート、裏側電極シート、および絶縁シートを加
硫接着すればよい。
【００９０】
　また、上記実施形態では、導電性接着剤を用いて、表側電極シートと表側配線体、裏側
電極シートと裏側配線体、を各々接着した。しかし、一体化工程において、表側電極シー
ト、裏側電極シートの各々に、配線接続体を同時に接続してもよい。
【符号の説明】
【００９１】
１：静電容量型面状センサ
２０：表側電極シート　２１：表側配線体　３０：裏側電極シート　３１：裏側配線体
４０、４１：絶縁シート　４２：表側絶縁層（絶縁層）　４３：裏側絶縁層（絶縁層）
４４：空気層　２００：表側空気層（空気層）　３００：裏側空気層（空気層）
２１０、３１０：絶縁基材　４１０：空孔　４１１：空気層
０１ＣＸ～０６ＣＸ：裏側導電部（導電エラストマー部）
０１ＩＸ～０６ＩＸ：裏側絶縁部（絶縁エラストマー部）
０１ＣＹ～０６ＣＹ：表側導電部（導電エラストマー部）
０１ＩＹ～０６ＩＹ：表側絶縁部（絶縁エラストマー部）
０１ｘ～０６ｘ、０１ｙ～０６ｙ：配線　Ａ０１０１～Ａ０６０６：検出部
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